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修士論文要旨
母性行動発現におけるエストロゲンおよびアンドロゲンの効果
E飴ctsofestrogenandandrogenoninductionofmaternalbehaviorinfemaleandmalerats．
酒井
緒言
雌ラットは出産すると子どもに対する母性行動を示すよ
うになる。それらの行動には、リツキング行動といった子
どもの体や肛門部を舐めてきれいにするのと同時に新生児
がまだ自力では出来ない排尿や排便を促すという子どもに
とって重要な行動や、レトリービング行動といった巣から
離れた子どもを瞳えもどす行動などがある。こういった行
動は出産後に発現することが分かっており、未経産ラット
や雄ラットではこのような母性行動は新生児を与えてもす
ぐには示さないが、数日間新生児と一緒に飼育することで
するようになる（人工的母性行動誘起）。その一方、一部の
幼君ラットでは新生児に対してすぐにレトリービング行動
やリッキング行動を示す。
本研究は、性ステロイドホルモンがレトリービング行動
やリッキング行動の発現にどのような影響があるか、新生
時期にエストロゲンを投与し幼君期と成長後に母性行動を
観察を行い（実験1．）、また、エストロゲン、アンドロゲ
ンを投与し、末経産や雄ラットの人工的母性行動誘起に対
する影響を調べた（実験2．）。
実験1．幼君ラットにおける母性行動と成長後の母性行動：
出生直後のエストロゲン投与効果
出生5日目の雌ラットに1mgestradio13－benzoate（EB；13
匹）またはoil（16匹，対照群）を皮下注射し、20日目にそ
れらの雌と同腹の雄（36匹）とともに母性行動を調べ（幼
君期の母性行動）その後、雌は膣開口日を調べ膣スメア検
査を行った。雌は60日齢で卵巣除去し（対照群10匹，EB
群1＿3匹）、「車間後牟ら同日齢や準（11＿＿些）は無些置で人
工的母性行動誘起実験を行った（成長後の母性行動）。
幼君期の母性行動観察では、木箱を中に置いたプラスチ
ックケージに1匹の20日齢ラット入れ、20分適応後に3
匹の新生児をケージ内に置き20分間の行動観察を行った。
レトリービング行動の潜時と回数およびリッキング行動の
潜時を記録した。
成長後の母性行動テストでは卵巣除去手術後から一匹ず
つプラスチックケージで飼育し、被検ラットの入ったホー
ムケージに3匹の新生児を入れ行動観察を10分間行い、幼
君期と同様の行動を記録した。観察後は新生児を入れたま
まにしておき、次の日に新しい新生児に入れ換え同様のテ
ストを行い、5日間繰り返した。その結果、20日齢のテス
トでは、31．3％対照雌、30．8％EB、13．9％雄がレトリービン
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グ行動を示した。リッキング行動は、対照雌が50％、EB
雌は76．9％で、雄は47．2％が示した。雌雄ともレトリービ
ング行動よりリツキング行動の方がよく見られ、新生時期
EB投与の効果は見られなかった。
腔スメアー検査ではEB群は連続発情を示し、卵巣重量
も対照群より少なく、無排卵状態を示した。これは、EB
群の脳機能が雄化していることを示すものである。
成長後のテストでは、レトリービング行動の開始日が対
照雌は4．5日目、雄では3日目、新生期EB投与雌は、3日
目であった。発現率はどの群もほとんど同じであった。リ
ツキング行動はほとんど、または全く見られなかった。こ
の結果は、新生期エストロゲン投与は成長後の母性行動の
発現にも影響をもたないことを示唆する。さらに、幼君期
のレトリービング行動発現率と成長後のレトリービング行
動開始日に相関はみられなかった。幼君期にレトリービン
グ行動を示した動物が必ずしも成長後のレトリービング行
動を早く開始するとは限らないことが示された。
実験2．雌雄ラットの母性行動人工的誘起における
エストロゲンとアンドロゲンの影響
雌雄ラット生殖腺除去手術を行い、lmgEB（EB雌；13
匹，EB雄；13匹）、1mgTestosteronepropionate（TP雌；8匹）、
0．1mloilO（対照雌；13匹，対照雄；13匹）の皮下投与を10
日間おこなった。ホルモン投与6日目から5日間、実験1
と同様の人工的母性行動誘起テストを行った。その結果、
リトリービング行動の開始は対照雌が5日目、EB投与雌
は1．5日、TP投与雌は5日と、対照雄は5日以内には示さ
なかったが甲雄は4・5日であった。行動観察期間に46・2％
の対照雌、23．1％の対照雄、92．3％のEB雌、62．5％のTP
雌、46．2％のEB雄がレトリービング行動を示した。この
ようにエストロゲンは雌の開始を早め発現を強めるが、ア
ンドロゲンは影響がないことが示された。また、雌より雄
の方がレトリービング行動を示しにくく、エストロゲンは
早める傾向があるが強いものではないことも示された。リ
ツキング行動の発現率は38．5％の対照雌、23．1％の対照雄、
61．5％のEB雌、12．5％のTP雌、23．1％のEB雄という結果
であり、リッキングは各群あまり示さず、EB投与の雌で
少し発現率が高かったが、有意なものではなかった。エス
トロゲンはリッキング行動には強い影響をも持たないもの
と考えられる。
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